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生息域内保全

死亡率が高いライチョウのヒナが大きくな

るまで、元々の生息場所である高山域で保

護を行つています。

生息域外保全

高山域で捕獲したライチヨウの卵を動物園等

で孵化・繁殖させる取組が始まっています。

写真 :中村浩志

生息状況の把握

市内のライチヨウ生息状況調査を行い、国

等と連携した保護を進めています。

生息環境の保全

ライチョウの食物となる高山植物をニホン

ジカ等の食害から守るため、柵の設置によ

る高山植物の保護に取り組んでいます。

登山のマナーを守り、

ライチョウをそつと見守る

登山者が捨てた残飯を求めて、ライチヨウ

の生息環境に大型の動物が侵入してしま

います。マナーを守り、離れた場所からライ

チョウを見守りましよう。

地球温暖化を防ぐ

地球温暖化による気温の上昇は、積雪量

の減少や植生の変化など、ライチヨウの生

息環境に影響を与えています。

節電や節水など、小さなことからはじめま

しょう。



なわばり
4月 頃、オスは、なわばりを持ちます。

なわばりを守るため、岩や木の上で見張りをします。

見張りは、ヒナが孵化(ふか)するまで続きます。

繁殖と産卵
ライチョウは、一夫一妻でつがいとなります。

巣はハイマツの中に作られ、6月 中旬から下旬に

かけて、5～6個の卵を産みます。

省エネ生活

雪で覆われる冬は、エネルギーを使わないよう歩い

て移動することが多くなります。

休む時も、寒さから身を守るために、雪の中にもぐる

ことがあります。

子育て

卵を温めるのはメスだけで、一日に2,3度 の食事を

とるとき以外は巣を離れません。

卵は、ア月上旬から中旬頃、温め始めてから22～ 23
日で

'際

化します。

孵化 (ふか)すると、オスが守り続けたなわばりは解

消されます。

子育ては、メスのみが行います。ヒナは体温調整が

出来ないため、母鳥の腹の下に入つて休みます。

ヒナの成長
8月 頃になるとヒナも大きくなり、

羽が抜け替わることで、親鳥と似

た色になります。

群れの形成

10～ 11月 にかけて、親と変わらない大きさに成長し

たヒナは、冬に向けて真つ白なコ]に抜け替わります。

この時期になると、メス、オス、若鳥が一緒になり、

10羽前後の群れをつくります。
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